
繊維・複合材料４回目

Ｘ線散乱強度Ｘ線散乱強度



Ｘ線回折の回折点の位置だけでなく強度を議論するには・・・
波動としてみたＸ線

３つのｐｏｉｎｔ
Ｘ線の散乱振幅は電子密度分布のフーリエ変換で表される

波動としてみたＸ線

Ｘ線の散乱振幅は電子密度分布のフ リエ変換で表される
（強度は散乱振幅の二乗）
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原子 分子 単位格子 結晶子など 幾つかの要素が組み合わ
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原子，分子，単位格子，結晶子など，幾つかの要素が組み合わ
さってできる電子密度分布は，各要素の空間分布関数の畳み込
みで表される )()()(みで表される )()()( 21 rrr ρρρ ∗=

二つの関数の畳み込みのフーリエ変換は，各々の関数のフーリ
エ変換の積に等しい
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実際の材料のＸ線回折強度分布を計算するには，実際 材料 線回折強度分布を計算する ，
空間中の電子密度分布が数式で表せればよい・・・

か 実際 材料 中 電 密度分布 複雑しかし，実際の材料の中の電子密度分布は複雑・・・

原子 分子 結晶単位格子 結晶子など 各々の構造要素の原子，分子，結晶単位格子，結晶子など，各々の構造要素の
空間分布関数は数式で記述できる

それぞれの空間分布関数をフーリエ変換し，その積を求めれば
それが，散乱強度分布になる！
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畳み込み(Convolution)
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二つの関数 に対し)(),( xx gf

∫ xxyxy dgfQ )()()(
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重なりの部分の面積が
ずらす位置に対して

左右反転して
左から右にずらす

ずらす位置に対して
どう変化するか？

左から右にずらす



単位格子と原子座標
Poly(ethylene terephthalate)Poly(ethylene terephthalate)

Z=0



原子散乱因子（Atomic scattering factor)
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ラウエ関数
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構造因子とラウエ関数

構造因子

観測される各結晶面の回折強度

ラウエ関数


